
 

平成 30年度 公立大学法人首都大学東京 業務実績評価について 

 

平成 30年度業務実績評価について、前期評価委員からのアンケート結果や平成 29年度業

務実績評価の実施状況を踏まえ、次のとおり実施する。 

 

１ 評価方法について 

（１）項目別の評定段階について 

（第二期中期目標期間：４段階 ⇒ 第三期中期目標期間：５段階） 

●５段階で評価 

 

（２）大項目の単位について 

（第二期中期目標期間：５２項目 ⇒ 第三期中期目標期間：３５項目） 

●大項目の括り方は、当面は現行のとおり ※中期計画変更後に、再度検討する 

  ・多数の取組内容が含まれる大項目については、評価素案審議の際に今年度同様、 

どの業務実績に着目して評価をしたか、特に議論いただく。 

 

２ 評価書の書き方について 

（１）全体評価（総評）の構成について 

 

 

                  ⇒ 

 

 

●全体評価の構成は現行のとおり 

 

（２）評定説明（コメント）を付す場合について 

（第二期中期目標期間：全項目必須 ⇒ 第三期中期目標期間：評定「３」には必須としない） 

●評定「３」には原則コメントを省略 

・特筆すべき取組がある場合には、コメントを付していただく 

 

  ３ 業務実績等報告書の見直し 

（１）業務実績等報告書の記載方法について（資料５参照） 

●引き続き、網羅的な記載は見直し、図やグラフなどのデータを活用 

 

４ その他の意見・要望 

●事前の法人による業務実績等報告書の概要説明を要望 

・評価作業依頼時（次年度５月下旬頃）に、主な業務実績を法人がまとめた資料を配布 

資料４ 

（第二期中期目標期間） 

・総評 

・教育研究について（社会貢献も含む） 

・法人の業務運営及び財務運営について 

・課題、要望など 

（第三期中期目標期間） 

・総評 

・課題、要望など 


